
 

 

Ⅳ 野  菜  類 

 

１．野菜類 

・殺菌剤 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

M1 

（銅水和剤） 

ＩＣボルドー６６Ｄ 
散布 - - 野菜類  

Ｚボルドー 散布 - - 野菜類（ｷｬﾍﾞﾂを除く） 

コサイド３０００ 散布 - - 野菜類  

ドイツボルドーＡ 散布 - - 野菜類  

NC カリグリーン 散布 収穫前日まで - 野菜類(ﾄﾏﾄ､ﾐﾆﾄﾏﾄを除く) 

- サンクリスタル乳剤 散布 収穫前日まで - 
野菜類(なす､ﾄﾏﾄ､ﾐﾆﾄﾏﾄ、

しゅんぎくを除く)  

NC+M1 ジーファイン水和剤 散布 収穫前日まで - 野菜類(なすを除く)  

NC ハーモメイト水溶剤 散布 収穫前日まで - 野菜類  

・殺虫剤 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

- アカリタッチ乳剤 散布 収穫前日まで - 野菜類  

11 エスマルクＤＦ 散布 
発生初期（但し、収穫
前日まで） 

- 野菜類  

- 

（オンシツツヤコバチ） 

エンストリップ 
放飼 発生初期 - 野菜類(施設栽培)  

ツヤコバチＥＦ３０ 放飼 発生初期 - 野菜類(施設栽培)  

ツヤトップ 放飼 発生初期 - 野菜類(施設栽培)  

ツヤトップ２５ 放飼 発生初期 - 野菜類(施設栽培)  

ツヤパラリ 放飼 発生初期 - 野菜類(施設栽培)  

- オレート液剤 散布 発生初期～収穫前日まで - 野菜類(いちごを除く) 

- サンクリスタル乳剤 散布 収穫前日まで - 
野菜類(なす､ﾄﾏﾄ､ﾐﾆﾄﾏﾄ、

しゅんぎくを除く)  

11 ゼンターリ顆粒水和剤 散布 
発生初期（但し、収穫
前日まで） 

- 
野菜類(はくさい、キャベ

ツを除く)  

11 チューンアップ顆粒水和剤 散布 
発生初期（但し、収穫
前日まで） 

- 野菜類  

11 

トアローフロアブルＣＴ 散布 
発生初期（但し、収穫
前日まで） 

- 野菜類  

トアロー水和剤ＣＴ 散布 
発生初期（但し、収穫
前日まで） 

- 
野菜類(ﾊﾟｾﾘ､えごま(葉)を

除く)  

11 バシレックス水和剤 散布 
発生初期（但し、収穫
前日まで） 

- 野菜類  

- プリファード水和剤 散布 発生初期 - 
野菜類(施設栽培ただしい

ちごを除く) 

UNF ボタニガードＥＳ 散布 発生初期 - 野菜類  

- 粘着くん液剤 散布 収穫前日まで - 野菜類  

・殺虫剤（参考農薬） 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

UNF ボタニガードＥＳ 散布 発生初期 - 野菜類  
注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決められ

ているので、農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。 
注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテーシ

ョン使用を心掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 
注3） 農薬登録上の作物名が標記の作物名と異なる場合、備考欄に記載した。 
注4) 蚕毒・魚毒については、「56．野菜類の総括注意」も参照する。 

 



 

 

病害虫名（Ｆ：菌類病、Ｂ：細菌病、Ｖ：ウイルス病、Ｏ：その他の病原体） 

病害虫名 防除時期 防   除   方   法 注  意  事  項 

うどんこ病 

（Ｆ） 
生育期間 

1.サンクリスタル乳剤300～600倍

液、 カリグリーン、ハーモメ

イト水溶剤800～1,000倍液、ジ

ーファイン水和剤1,000倍液の

いずれかを散布する。 

1.カリグリーン、ハーモメイトは発生初

期に５～６日間隔で連続散布する。 

2.葉裏にも十分かかるように散布する。 

3.ジーファインは高温多湿時に散布す

ると銅による薬害発生の恐れがある。 

4.サンクリスタルはキャプタン水和剤

及びＱｏＩ剤との近接散布（２週間程

度）を避ける（薬害）。また、ナス、

ピーマン、はくさい、チンゲンサイ等

に使用する場合、幼苗期に葉先枯れを

生じることがあるので使用を避ける。 

軟 腐 病 

（Ｂ） 
生育期間 

1.ＩＣボルドー６６Ｄの100倍液、

Ｚボルドー500倍液、ドイツボル

ドーＡの500～1,000倍液、コサ

イド３０００の2,000倍液のい

ずれかを発病前から予防散布す

る。 

 

1.銅剤は高温時の散布で薬害を発生す

ることがある。 

2.銅剤は、炭酸カルシウム水和剤（クレ

フノン）100～200倍液を加用すると薬

害を軽減することができる。 

 

コナジラミ類 発生初期 

1.サンクリスタル乳剤300倍液を

生息部位へ直接かかるように７

日間隔で２回散布する。 

2.プリファード水和剤1,000倍液

を散布する。 

3.オンシツツヤコバチ（エンスト

リップ等）を放飼する。エンス

トリップの放飼量は25～30株当

りマミーカード１枚、その他の

オンシツツヤコバチ製剤は放飼

量を確認して使用する。 

［参考農薬］ 

1. ボタニガードＥＳの1,000倍液

を散布する。 

 

＜プリファード、ボタニガードに関する

共通事項＞ 

1.施設栽培に限る。 

2.昆虫病原性糸状菌を主成分とした微

生物農薬である。効果の発現までには

7日以上を要するので、オンシツコナ

ジラミの発生初期から、７日程度の間

隔で合計３回散布する。 

3.効果を発揮させるために、プリファ

ードは散布後８～10時間、ボタニガ

ードは15時間以上、温度18℃～28℃

、湿度80%以上を確保するよう努める

。夏期は夕方散布し、翌朝までハウ

スを閉め切るとよい。冬期は加温栽

培でも温湿度条件が整い難く、効果

が不十分な場合がある。 

4.一般化学農薬との混用はしない。各

種農薬には本剤の効果に影響がある

ものがあるので注意する。影響のあ

る薬剤は本剤の散布10日前～２日後

までの間は使用しない。 

5.プリファード、ボタニガードに対し

て高い殺菌活性を持つ薬剤があるの

で本剤の使用期間中に他剤を使用す

る場合は十分注意する (別表参照)。 

 



 

 

病害虫名 防除時期 防   除   方   法 注  意  事  項 

コナジラミ類 発生初期 

 <ボタニガードに関する事項> 

1.ボタニガードは蚕毒に特に注意する(

特別指導事項参照)。  

<オンシツツヤコバチに関する事項> 

1.施設栽培に限る。 

2.黄色粘着トラップなどを用いて成虫の

初発を確認したら速やかにオンシツツ

ヤコバチを放飼する。 

3.オンシツツヤコバチは殺虫剤に弱い

ので、利用期間中は殺虫剤の散布を極

力避ける。 

4.農薬の散布に当たっては、天敵に影響

の少ない薬剤を使用する (農薬の天

敵等への影響の目安参照)。 

コ ナ ガ 発生初期 

1.ボタニガードＥＳの500倍液を

散布する。 

2.トアロー水和剤ＣＴ、トアロー

フロアブルＣＴ、バシレックス

水和剤の1,000倍液、又はエスマ

ルクＤＦ、ゼンターリ顆粒水和

剤、チューンアップ顆粒水和剤

の2,000倍液を散布する。 

<ボタニガードに関する事項> 

1.昆虫病原性糸状菌を主成分とした微

生物農薬である。コナガの発生初期

から７日程度の間隔で３～４回散布

する。 

2.効果を発揮させるために、降雨後や

夕方など湿度を確保できる条件下で

散布する。 

3.ボタニガードに対して高い殺菌活性

を持つ薬剤があるので、本剤の使用

期間中に他剤を使用する場合は十分

注意する(別表参照)。 

<ＢＴ剤に関する注意事項> 

1.ゼンターリは、はくさい、キャベツ

に登録がある。 

<共通事項> 

1.ボタニガード、ＢＴ生菌剤（バシレ

ックス、エスマルク、ゼンターリ、

チューンアップ）は蚕毒に特に注意

する(特別指導事項参照)。 

2.トアローは蚕毒に注意する。 

ア オ ム シ 発生初期 
1.エスマルクＤＦの2,000倍液を

散布する。 

1.ＢＴ生菌剤（エスマルク）は、蚕毒に

特に注意する(特別指導事項参照)。 

オオタバコガ 発生初期 

1.トアローフロアブルＣＴの500

倍液、エスマルクＤＦ、ゼンタ

ーリ顆粒水和剤の1,000倍液の

いずれかを散布する。 

1.ゼンターリは、はくさい、キャベツに

登録がある。 

2.ＢＴ生菌剤（エスマルク、ゼンター

リ）は、蚕毒に特に注意する(特別指

導事項参照)。 

3.トアローは蚕毒に特に注意する。 

アブラムシ類 発生初期 

1.オレート液剤100倍液を５～７

日間隔で２回散布する。 

1.オレートは昆虫の気門を塞ぎ、窒息

させて殺虫するので、虫体に直接か

かるように散布する。 

2.いちごは除く。 

ハダニ類 発生初期 

1. 粘着くん液剤100倍液、サンク

リスタル乳剤300倍液、アカリ

タッチ乳剤1,000倍液を散布す

る。 

1.昆虫の気門を塞ぎ、窒息させて殺虫す

るので、虫体に直接かかるように散布

する。 

2.多発時は５～７日程度の間隔で連続散

布する。 

注 1）薬害は、すべての品目に確認できていないので、使用に際しては十分留意する。 

  



 

 

(別 表) 

■各種農薬等がプリファード水和剤の防除効果に及ぼす影響 

 影響が小さいもの 影響が大きいもの 

殺菌剤 サルバトーレＭＥ、サンヨール EC、スミブレ

ンド WP、スミレックス WP、ベルクート WP、フ

ルピカ FL、ボトキラーWP、ポリオキシンＡＬ

SP、ポリオキシンＡＬWP、ランマン FL、ラリ

ーWP、ルビゲン WP 

アミスターFL、アリエッティＣWP、オーソサイド

WP、カリグリーン WP、キノンドーWP、クリーンヒ

ッター、ゲッターWP、サプロール WP、イオウ FL、

ジマンダイセン FL、ストロビーFL、セイビアー

FL、ダコニール 1000、トップジンＭWP、トリフミ

ン WP、リドミルゴールド MZWP、ロブラール 500 ア

クア、ＺボルドーWP 

殺虫剤 アカリタッチ EC、アクタラ SP、アドマイヤー

WP、アファーム EC、アプロード WP、コテツ

FL、コロマイト EC、ジノテフラン(アルバリ

ン、スタークル)SG、スピノエース WDG、ダニ

トロン FL、ダントツ SP、チェス WP、トリガー

ド WP、粘着くん LQ、バリアード WDG、バロッ

ク FL、プレオ FL、ベストガード SP、マイトコ

ーネ FL、マシン油 EC、マブリック WP、モスピ

ラン SP 

アグロスリン EC、アディオン EC、エスマルクＤ

Ｆ、オレート LQ、カスケード WP、カネマイト

FL、サンマイト FL、ゼンターリ WDG、テデオン

EC、トアローＣＴWP、ノーモルト EC、バシレック

ス WP、ハチハチ EC、ピラニカＥＷ、マッチ EC、

モレスタン WP、ロディーEC 

展着剤 アプローチＢＩ、スカッシュ、サブマージ、

ミックスパワー(3000 倍) 

ミックスパワー(1000 倍)、ニーズ 

その他 パフォームＣＡ(Ca 補給剤)、ダイサンゲン(光

合成促進剤) 

 

略号  EC：乳剤、FL：フロアブル、LQ：液剤、SG：顆粒水溶剤、SP：水溶剤、WDG：顆粒水和剤、WP：水和剤 

メーカー資料に基づき作成 

 

  



 

 

■各種農薬がボタニガードＥＳの防除効果に及ぼす影響 

殺菌剤の影響 

薬  剤  名 影響の度合い 薬  剤  名 影響の度合い 

アミスター20FL 

アリエッティWP 

アントラコールWP(1000 倍) 

イオウ FL(1000 倍) 

オーソサイドWP80(1000 倍) 

カスミンボルドー 

ゲッターWP(1000 倍/1500 倍) 

サプロールEC(1000 倍) 

サプロールEC(2000 倍) 

サルバトーレME(3000 倍) 

ジマンダイセンWP(600 倍) 

ジマンダイセンWP(1000 倍) 

ジャストミートWDG(2000倍/3000倍) 

ストロビーFL(3000 倍） 

スミレックスWP(1000 倍) 

セイビアーFL(1000 倍/1500 倍) 

ダイファーWP 

× 

◎ 

× 

◎ 

△(散布前４日◎) 

◎ 

× 

×(散布前２日◎) 

○ 

× 

× 

× 

× 

△ 

○ 

× 

×(散布前４日◎) 

ダコニール1000 

デラン FL(1000 倍) 

銅WP(水酸化第二銅)(1000倍) 

トップジンＭWP(1000 倍) 

トリフミンWP(1000 倍) 

バイコラールWP(1000 倍) 

フルピカ FL(2000 倍/3000 倍) 

ベルクートWP(2000 倍) 

ベンレートWP(1000 倍) 

ベンレートWP(3000 倍) 

ポリオキシンＡＬWP 

有機銅 WP 

ラリーWP 

ルビゲン WP 

ロブラールWP(1000 倍) 

×(散布前３日◎) 

◎ 

◎ 

△ 

△ 

○ 

○ 

△ 

× 

○ 

◎ 

○ 

× 

○ 

× 

殺虫剤の影響 

薬  剤  名 影響の度合い 薬  剤  名 影響の度合い 

エルサン EC 

オルトランWP 

カルホス EC 

除虫菊 EC 

スミチオンEC 

ダイアジノンWP・EC 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

× 

◎ 

デミリン WP 

テルスターWP  

パダンＳＧSP 

マブリックWP 

マラソン EC 

ミクロデナポンWP 

ランネートWP           

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

× 

◎ 

影響の度合い ◎：0～25％(影響が小さい)、○：25～75％、△：75～90％、×：90～100％(影響が大きい) 

略号  EC：乳剤、FL：フロアブル、LQ：液剤、SG：顆粒水溶剤、SP：水溶剤、WDG：顆粒水和剤、WP：水和剤 

メーカー資料に基づき作成。 


